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Ⅰ．応募資格  

本学会の演題応募は、公益社団法人鹿児島県理学療

法士協会会員に限ります。  

Ⅱ．応募方法  

1．応募手続きの流れ 

演題応募は E-mail にて 行ってください。 

E-mail本文（必要事項）を記載し、演題原稿ファイル

を添付のうえ送信してください。 

演題原稿ファイルは、「Ⅳ．演題原稿ファイル作成要領」

に従って作成してください。 

※E-mail の利用が困難な場合は、下記のお問い合わ

せ先までご連絡ください。 

2．E-mailの取り扱いに関する注意事項 
・応募時に使用されたメールアドレスを、今後の連絡

用メールアドレスとして使用します。別の連絡用メ

ールアドレスを希望される場合は、その旨をメール

本文に記載してください。 

・E-mail受信後、1週間以内に受信確認の返信メール

をお送りします。 

1 週間を過ぎても返信がない場合は、お手数ですが

下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 

3．E-mail本文（必要事項） 

【メールタイトル】 

「第40回県学会演題応募」 

【本文記載事項】 

① 発表演者の氏名、会員番号、所属施設 

② 演題タイトル 

③ 演題分類番号（以下より選択） 

01．基礎理学療法  

02．神経理学療法 

03．運動器理学療法 

04．内部障害理学療法 

05．生活環境支援理学療法 

06．物理療法 

07．教育・管理理学療法 

08．その他 

※発表形式（口述発表またはポスター発表）は、学会

長の判断により決定します。 

 

 

 

Ⅲ．演題応募期間（期間厳守）  

2026年 8月 1日（土）14：00から 2026年9月30

日（水）14：00まで  

Ⅳ．演題原稿ファイル作成要領  

1．ファイル形式および書式 
・原稿ファイルは Microsoft Word 形式としてくださ

い。 

・フォントは MS明朝、10.5ポイントとします。 

2．記載順および表記方法 
・記載順は以下のとおりとし、各項目は改行して記載

してください。 

演題タイトル → 氏名 → 所属施設 → 本文 

・氏名は発表演者を先頭に記載し、発表演者名の前に

「○」を付してください。 

・共同演者は発表演者の後に記載し、氏名の間はスペ

ースを空けてください。 

・所属施設が複数ある場合は、氏名の後に番号を付し、

番号順に所属施設を改行して記載してください。 

3．本文の作成要件 

・本文（演者名・所属を除く）の文字数は 1400 字以

内 とします。 

・本文には、【目的】【方法】【結果】【考察】【まとめ】

【倫理に関する記述】等の小見出しを付してくださ

い。 

・図表は使用できません。 

※ 学会誌掲載時のフォントやレイアウトは 学会側

で調整します。 

Ⅴ．応募上の注意  

1．応募された演題と、学会当日の発表内容が大幅に異

ならないようにしてください。 
2．発表演者として応募できる演題は 1人1演題 とし

ます。 

3．共同演者は原則として公益社団法人日本理学療法士

協会会員に限ります。なお、理学療法士免許を有し

ていても、公益社団法人日本理学療法士協会の非会

員、休会中の会員、または会費未納の会員は、共同

演者として登録することはできません。 

公益社団法人日本理学療法士協会への入会を希望さ

れる場合は、演題登録時までに入会手続きを行って

ください。 



4．本文中には、研究対象者に不利益となるおそれのあ

る個人情報（人名・施設名等）を記載しないなど、

プライバシーに十分配慮してください。 
5．演題原稿の著作権は、第40回鹿児島県理学療法士

学会および筆頭演者に帰属し、学会誌に掲載されま

す。 

6．採択後の演題取り消しはできません。 

7．発表演者が発表できない場合は、必ず共同演者（公

益社団法人鹿児島県理学療法士協会会員）が発表を

行ってください。 

8．発表内容については、オンデマンド参加者へ期間限

定公開予定です。 

Ⅵ．二重発表について 

 二重発表とは、すでに発表された内容と実質的に同

一と判断される発表を指します。ただし、以下の場合

は二重発表には該当しません。 
1．日本理学療法学会以外での発表 

2．特殊発表（シンポジウム、パネルディスカッション、  

ワークショップ等） 

3．他言語による発表 

二重発表は原則として好ましくありませんが、学会

長の裁量により発表が認められる場合があります。

既発表演題がある場合は、学会名、演題名、発表年

月を明記のうえ、E-mailにて自己申告してください。 

Ⅶ．倫理および利益相反に関する注意 

1．ヘルシンキ宣言等の倫理指針に沿った研究で   

あることを確認し、説明と同意、個人情報保護等に関

する倫理的配慮について、本文中の【倫理に関する記

述】欄に必ず記載してください。 

2．厚生労働省「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」を十分に理解し、対応してください。 

3．倫理委員会の承認を得ている場合は、承認番号を記

載してください。 

4．利益相反の可能性（寄付金、研究助成等）がある場

合は、その旨を明記してください。 

※上記の記載に不備がある場合、演題は不採択となる

場合があります。これらはすべて登録者の自己責任に

おいて行ってください。 

Ⅷ．発表形式および発表方法  

1．発表形式 

発表形式（口述発表またはポスター発表）は、学会

長の判断により決定します。 

2．発表時間 

発表時間は 7分以内、質疑応答は 3分以内 としま

す。演題数により変更される場合があります。 

3．口述発表 

PC プレゼンテーションを使用してください。ファ

イル形式は Microsoft PowerPoint形式 とし、スラ

イド枚数に制限は設けません（発表時間内に収まる

こと）。動画の使用は不可とします。 

4．ポスター発表 

ポスターパネルは学会側で用意します。 

貼付および撤去は、指定された時間帯に各自で行っ

てください。 

掲示面積は 縦150cm × 横90cm です。パネル左上

に演題番号を学会側で表示します。 

その右側に、縦20cm × 横70cm の範囲で演題タイ

トル・所属・氏名（発表演者名の前に○）を記載して

ください。 

示説スペースは 縦130cm × 横90cm です。 

Ⅸ．演題審査  

1．演題の採否は、査読委員による審査結果を参考に、

学術的価値を踏まえて学会長が決定します。二重発

表の申告内容は originality（独創性）の評価対象に

含まれます。特に、プレナリー演題や学会賞演題の

選考においては重要視します。 
2．採否結果は12月中旬頃に通知する予定です。 

Ⅹ．生涯学習のポイントについて（筆頭演者）  

認定・専門理学療法士の更新要件として、以下のいず

れかを選択できます。 
・都道府県理学療法士学会での一般発表の筆頭演者 

・学会での発表等 4-1）都道府県理学療法士学会での

一般発表の筆頭演者：履修点数20点 

なお、後期研修E1〜3 職域別研修（事例）は、1症例

あたり 30 分以上の発表が推奨されているため、本大

会の発表ポイントには該当しません。 

Ⅺ．応募先およびお問い合わせ先  

 第40回鹿児島県理学療法士学会  

 学術局 局長 原田 太樹（ハラダ タイキ） 

査読部 部長 上田 晃希（ウエダ コウキ） 

 E-mail:kpta.40th@gmail.com 


